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1. 解題 
イギリス（イングランドを対象とする）では，現行ナシ
ョナル・カリキュラムは，小学校は 1999 年，中等学校では
2007 年に制定されたものが実施されている。中等学校にお
いては，シティズンシップ科 1は 2002 年以来必修教科とし
ての扱いをうけている。いわゆるアジェグボ・レポート 2
をうけて，2007 年にカリキュラムの一部改訂がおこなわれ
た。小学校においては「非法令的枠組み」としての扱いで
あり，シティズンシップ科と人格・健康・社会性教育
（Personal, Social and Health Education, PSHE）3とは学習内
容は同一である。イギリスのナショナル・カリキュラムに
は週当たりの授業時数の規定がないこともあって，シティ
ズンシップ科と PSHE は一緒にされる（PSHCE などと称さ
れる）ことも多い。なお，中等学校では 2007 年から PSHEE
となり，経済（Economic）教育の要素も含まれることとな
った 4。 
なお，2008 年 10 月には PSHE を小学校，中等学校ともに
必修化することが発表され，現在のところ 2011 年から実施
される予定である 5。現在，カリキュラム改革への動向が進
行中である。 
  
本資料は，イギリスの小学校むけシティズンシップ科の
教師 6用指導書として作成された，ビデオ付き（学校での
学習の様子が撮影されている）のものである。その構成は
以下のとおりである。 
 
序章  どのように本書を使うか 
第１章 シティズンシップと初等カリキュラム キーコ
ンセプト 
第２章 話すことの重要性 教室による実践的ストラテ
ジー 
第３章 リテラシーとシティズンシップ 討論を刺激す
るために，話と言葉を使う 
第４章 学校全体の問題 
第５章 教授・学習のスタイル 
 
第 1 章では，シティズンシップのキーコンセプトとして，
「権利」「責任」「合法あるいは公正」を挙げている。自分
や他者，コミュニティにおける権利，責任や，問題解決を
合法，公正に基づいて行うことがいわれる。 
シティズンシップ学習方法としては，「すること」「考え
ること」「感じること」を挙げている。シティズンシップの
時間は，例えば，「なぜ盗むことは悪いことなのかを考える」
など生徒にとって精神的，社会的，道徳的発達の場でもあ
る。 
第 2 章では，シティズンシップ学習において教室内で話
すことの重要性について扱っている。児童がサークルにな
って話し合いをすること，そのためのルール，「何について
話すか」「どこで話すか」などを問題にしている。 
第 3 章では，シティズンシップについて考えるために絵
本，物語を使うことが述べられている。「他者の尊重」「い
じめ」「ジェンダー」「偏見，不寛容，戦争と平和」「他文化
の尊重」「悪口」などをテーマとする本が紹介されている。
そして，子どもに話す，聞くスキルを身につけることによ
って討論をする必要性が述べられている。 
第 4 章では，日々の学校生活での問題を取り上げること
7の重要性が指摘される。生徒の日々の経験を通じて，学級
のルールや校則を建設的な批判にさらすことによって，子
どもにとって民主主義や自分の権利について学ぶ機会とな
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る。「学習を評価する，孤立やいじめといった問題をとりあ
げる，けんかを解決する」などといった学校生活に直接か
かわる問題を各クラスからの代表があつまる児童会
（School Council）8でもとりあげるという方法も登場する。
学校と家庭の良い関係づくりの必要性もいわれる。シティ
ズンシップ教育にとってもルールや価値観が家庭と学校に
は相違がありうることから，子どもにその違いがどのよう
に，なぜ違うかを考えさせることも学校，家庭の両者に愛
着をもたせるためのよい方法であるという。学校は異なっ
た人々を尊重しながら包摂（inclusive）するコミュニティで
あるとする。 
第 5 章では，本書に附いているビデオに実践例をみるこ
とができるが，教育・学習方法についてである。「シティズ
ンシップ・サークル」という，子どもに円になって座らせ
て話し合いをさせ，教師が子どもの考えを深めさせる 9と
いう教育方法などが紹介されている。 
 
以下には，第 2 章のなかに含まれるシティズンシップ教
育でテーマにすべき問題を論じた「何について話すか」を
訳出する（pp. 24-26）。 
なお，本稿執筆にあたっては「解題」は大津が，訳出に
あたっては，リード文を大津，「子どもたち独自のアイディ
ア」を秋宗，「学校生活で起きる問題」「ニュースと現在の
問題」「テレビ」を原田，「劇やロールプレイ」「絵や写真」
「訪問者」「情報技術」を須佐が主として担当した。全体の
調整などを，原則として担当者の訳文を尊重しながら大津
が行った。 
 
2. 「何について話すか」の翻訳 
問題について話すことは，それが現実のものであっても
フィクションであっても，子どもに自分自身の世界の見方
を描かせ広げる。それゆえ物語は，広範囲にわたる市民性
にかかわる問題について探究するための出発点として，価
値がある。（中略）以下は，質の高い話をするために使用で
きる，多くのいろいろな刺激のいくつかである 
 
「子どもたち独自のアイディア」 
シティズンシップをとりまくどんな問題点も，議論する
ことに適している。一度子どもたちが議論において，興味
や関心を共有することの価値を認識し始めたら，それらか
らトピックがみつかるのももっともなことである。一つの
学期の合間に，子どもたちのトピックを議論するための時
間を割きなさい。前もってこのことを伝えるのは，彼らが
アイディアを発見するための時間を与えることになるだろ
う。子どもたちが議論のためのトピックをそれとなく考え
るように導きなさい。子どもたちのアイディアのリストを
作って示しなさい。そして議論の日までに他のアイディア
を付け加えることができる。彼らはその中から，彼らが話
したいトピックを投票することができる。時々，年長の子
どもたちは，彼らが困ったり心配に思っているニュースの
出来事を議論したいかもしれません。クラス討論の場で，
彼らの関心や心配に思っていることを表現できるように
し，何が起こっているかを彼らが理解するのを助けること
ができるだろう。それと同時に，それが彼らの関心は価値
があるのだと子どもたちに確信させる。 
 
「学校生活で起きる問題」 
学校やクラスの中で起こる問題は，しばしば，クラスの
決定事項に生徒が参加するための貴重な機会を与える。こ
れらは，クラスのルールを決めることから，学校内のいじ
めやごみなどの問題をどのように扱えばうまくいくのかと
いうことにまで及んでいる。問題解決というこの共同体的
取り組み（community approach）は，より複雑で現実的な状
況を充分考えさせるだけでなく，そのような問題が一人一
人の協力によってのみ解決されることを強調する。 
 
「ニュースと現在の問題」 
 多くの子どもたちはより広い世界で何が起こっているか
を知らない。彼らは，子どものニュース番組を見ていない
し，新聞を読んだことがないだろう。キーステージ 2 の子
どもたちは，クラス討論に記事を持って行くために，だん
だん新聞を見るようにしていかなければならない。子ども
たちの提案は，クラス全体による討論のために一覧表にし
て，投票で選ぶことができる。初めのうちは，教師が選ん
だ身の回りの記事を見本として示す必要があるかもしれな
い。それは，議論を組み立てて理解を促進するために，初
めの指針を提供するのに役立つ。 
例：・何/誰についての話なのか？ 
・なぜこれが起こってしまったと考えるか？ 
・誰に責任があったのか？ 
・結果はどうなるだろうか？ 
・新聞の記事は信頼できるだろうか？ 
ニュースの項目で扱われる最新の問題だけでなく，子ど
もたちが関係する多くの現代的なテーマがある。さまざま
な多くの方法で調べることができうるテーマは，以下のも
のがある。 
・多民族の意識 
・マイノリティグループの権利 
・人と人との関係 
・地方のコミュニティの改善 
・環境に気を配ること 
・警察の役割と他の公共サービス 
・犯罪と刑罰 
・人，ふるまい，習慣あるいは集団の間にある類似点と
相違点 
・遠い場所や遠い時代の人々 
・共生 
・人々が信じること 
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・争いと協力 
「テレビ」 
大多数の子どもたちが見る連続ドラマやその他のテレビ
番組は，地域（community）の問題を検討するための貴重な
材料源である。多くの子どもが，どのように社会が動いて
いるのかについての知識を受け取っているのは，テレビを
通してであることが言われ続けている。伝えられているメ
ッセージをチェックすることが重要である。なぜなら，い
くらかの子どもたちは，フィクションと事実を混同してし
まうからである。そのようなチェックは，話し合ってテレ
ビに映る場面の現実性を検討することが，最もうまくでき
る。 
有益な話は，連続ドラマのある人物を見て，彼らの動機
と，行動の結果を検討することから生じる。彼らがどの人
物に最もなりたいかと，それはなぜかを特定するように，
児童に尋ねなさい。これは，どのように人は地域の中で情
報を伝え合うのかという議論をするのに，良いスタート地
点になり得る。 
両親が子どもに見てほしいものが大きく異なるので，テ
レビ視聴がより制限される家の子どもが議論することから
排除されないように保証する配慮が必要となる。これは，
議論する初めに話の筋や人物，行動の短い概略を与えるこ
とで，避けることができる。 
 
「劇やロールプレイ」 
 幅広い問題は，ロールプレイや劇を通して検討すること
ができる。子どもたちの小さなグループは，学級全体で討
議される場面を実演できるだろう。それぞれの子どもたち
がどの役を演じたいのか決めさせる。ポジティブな場面と
ネガティブな場面の両方を含む場面カードのセットを作る
ことが効果的である。他にたくさんある物語の本と同様に
『考える人（Thinkers）』の絵本 10は，ロールプレイを行う
状況にアイディアを与えることができる。物語を演じるこ
とは，子どもたちが問題やそれによって生じる感情につい
てよりよく理解することに役立つ。 
 良い例の中には，ルイス・サッカー（Louis Sachar）によ
る『穴（Holes）』11（Bloomsbury 社）に登場するスタンリー
（Stanley）役やゼロ（Zero）役がある。その男の子たちは
少年院から逃げ出し，その少年院は，「人格形成」ための罰
で干上がった湖の底に穴を掘ることが行われるところだっ
た。スタンリーは無実だった。ゼロは罪を犯していたが，
両親がおらず読むこともできなかった。さらに彼は物心が
ついたときから，生きるために盗みをしなければならなか
った。彼らは，一緒に乾いた砂漠の刑務所へ入れられてか
ら，信じることやお互いに頼ることを学んだ。この単純に
書かれた物語は，権力や支配力，いじめ，友情，忠誠心，
信頼，家族の価値，過去の出来事の影響だけでなく，正義
と公正さや，権利と義務の中心的な概念を取り入れた問題
への活発な討議を刺激するだろう。 
 
「絵や写真」 
 すべての子どもたちにとって，とりわけ幼い子どもたち，
あるいは言語の違いがある場合，絵や写真は討論を大幅に
進めることができる。雑誌の切り抜き，絵画や子ども自身
の書いたもののような一連のイメージを使うことができ
る。絵や写真によってもたらされる一つの利点は，子ども
たちが自分の経験やそれらを解釈する世界観を直接描くと
いうことである。絵や写真を使うことは，子どもたちの関
心を見つけることにとても役立つ。あなたは，次のような
質問をすることによって討論をはじめることができる。 
 ・この絵を見て何がおきていると思う？ 
 ・この絵を見て何か言いたいことはない？ 
 ・この人たちやこの人たちのしていることについて，知
りたいことはない？ 
 
「訪問者」 
 シティズンシップ教育の重要な要素は，より幅広い地域
との関わりである。警察，消防団，病院，地域の慈善活動
などのような組織からの訪問者は，彼らの仕事について話
したり，子どもたちが用意していた質問に答えたりするた
めに，学校へ招かれることがある。そのような訪問は，あ
る組織がどのように昨日しているのかということを子ども
たちが理解するのに効果的である。年長の子どものグルー
プは一般的な話，いってみれば地方行政の役割についてよ
りもむしろ特別な問題についての専門的な情報を得るため
に地方議員あるいは他の地域の指導者を招待することがで
きる。 
 
「情報技術」 
 インターネットは今日，シティズンシップ教育のための
広範囲にわたった機会を提供している。多数の学校の間で
トピックが選ばれ，それによって協議会を開くことができ
る。異なる国の子どもたちは，インターネットを媒介して
彼らの価値観や考えについての情報を交換することが可能
である。 
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